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平成27年５月27日（水曜日）

午前10時１分開会

会議に付託された議案等

○福祉保健行政の推進及び県立病院事業に関す

る調査

出席委員（８人）

委 員 長 後 藤 哲 朗

副 委 員 長 岩 切 達 哉

委 員 中 野 一 則

委 員 宮 原 義 久

委 員 外 山 衛

委 員 山 下 博 三

委 員 井 上 紀代子

委 員 前屋敷 恵 美

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

病院局

病 院 局 長 渡 邊 亮 一

県立宮崎病院長兼
菊 池 郁 夫

病 院 局 医 監

病 院 局 次 長 兼
緒 方 俊

経 営 管 理 課 長

県立宮崎病院事務局長 長 倉 芳 照

県立日南病院長 鬼 塚 敏 男

県立日南病院事務局長 稲 吉 孝 和

県立延岡病院長 栁 邊 安 秀

県立延岡病院事務局長 古 川 壽 彦

病院局県立病院
松 元 義 春

整 備 対 策 監

福祉保健部

福 祉 保 健 部 長 桑 山 秀 彦

福祉保健部次長
髙 原 みゆき

（ 福 祉 担 当 ）

福祉保健部次長
日 高 良 雄

（保健･医療担当）

こども政策局長 椎 重 明

部参事兼福祉保健課長 渡 邊 浩 司

部参事兼医療薬務課長 孫 田 英 美

薬 務 対 策 室 長 甲 斐 俊 亮

看 護 大 学
河 野 譲 二

法人化準備室長

国保・援護課長 日 髙 裕 次

長 寿 介 護 課 長 松 田 広 一

医 療 ・ 介 護
横 山 浩 文

連 携 推 進 室 長

障がい福祉課長 川 原 光 男

衛 生 管 理 課 長 竹 内 彦 俊

健 康 増 進 課 長 木 内 哲 平

感染症対策室長 片 平 久 美

こども政策課長 川 畑 充 代

こども家庭課長 徳 永 雅 彦

事務局職員出席者

政策調査課主査 大 峯 康 則

議事課主任主事 原 田 一 徳

○後藤委員長 ただいまから厚生常任委員会を

開会いたします。

まず、委員席の決定についてでありますが、

現在、お座りの仮席のとおり決定してよろしい

でしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○後藤委員長 それでは、そのように決定いた

します。

次に、本日の委員会の日程についてでありま

す。
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お手元に配付いたしました日程案のとおりで

よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○後藤委員長 それでは、そのように決定いた

します。

続きまして、委員会の運営方法についてであ

りますが、執行部入れかえの際は、委員長会議

確認事項のとおり、10分程度の休憩を設けるこ

とに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○後藤委員長 それでは、そのように決定いた

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時２分休憩

午前10時４分再開

○後藤委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時県議会におきまして、私ども、８

名が厚生常任委員会委員となったところでござ

います。

私は、このたび委員長に選任されました延岡

市選出の後藤でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

ここで、一言御挨拶を申し上げます。

平成27年度、今回が初の委員会でございます。

これから１年間、県立病院といたしましても、

期待されている役割や機能を十分に発揮できま

すよう、委員会としても努力してまいりたいと

思いますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。

また、御案内のとおり、改選後ということも

ありまして、県民の皆さん方からも委員会の充

実というのもございます。そういう意味でも、

各委員の皆様方もいろいろ心に秘めたことがあ

ろうかと思いますので、県政発展のために委員

会としても一生懸命頑張ってまいりますので、

どうぞよろしくお願いを申し上げます。

次に、委員の皆様を紹介いたします。

まず、私の隣が宮崎市選出の岩切副委員長で

あります。

次に、向かって左側ですが、えびの市選出の

中野委員であります。

次に、日南市選出の外山委員であります。

都城市選出の山下委員であります。

続きまして、向かって右側でございます。小

林市・西諸県郡選出の宮原委員であります。

宮崎市選出の井上委員であります。

宮崎市選出の前屋敷委員であります。

続きまして、書記の紹介をいたします。

正書記の原田主任主事であります。

副書記の大峯主査であります。

続きまして、病院局長の御挨拶、幹部職員の

紹介並びに所管業務の概要説明等をお願いいた

します。

○渡邊病院局長 おはようございます。病院局

長の渡邊でございます。委員の皆様におかれま

しては、厚生常任委員会委員に御就任いただき

まして、まことにありがとうございます。

病院事業を取り巻く環境は、大変厳しい状況

が続いておりますが、委員の皆様の御指導、御

支援をいただきながら、県立病院の円滑な運営

に努めてまいりますので、何とぞよろしくお願

いしたいと思います。

それでは、お手元の資料の１ページ、常任委

員会の資料がございますけれども、病院局の幹

部職員を御紹介させていただきます。

まず、一番上の枠組みの中の２番目でござい

ますけれども、県立病院における医療提供体制

の充実や、医師確保体制・対策の強化等を図る

ため設置しております病院局医監の菊池郁夫で
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ございます。

次に、次長の緒方俊でございます。

次に、資料の下の段を見ていただきたいと思

いますが、各県立病院の幹部職員でございます。

県立宮崎病院長は、菊池病院局医監が兼務い

たします。

県立日南病院長の鬼塚敏男でございます。

県立延岡病院長の栁邊安秀でございます。

次に、右の欄でございますが、県立宮崎病院

事務局長の長倉芳照でございます。

それから、県立日南病院事務局長の稲吉孝和

でございます。

次に、県立延岡病院事務局長の古川壽彦でご

ざいます。

恐れ入りますが、今度は中の枠囲みを見てい

ただきたいと思います。経営管理課に戻ってい

ただきます。

経営管理課長は、緒方次長が兼務いたします。

県立病院整備対策監の松元義春でございます。

次に、右側の欄でございますが、経営管理課

総括課長補佐の永田耕嗣でございます。

それから、経営・財務担当課長補佐の日高一

興でございます。

最後に、議会担当の経営管理課人事・管理担

当主幹の佐藤雅宏でございます。

以上であります。よろしくお願いしたいと思

います。

続きまして、２ページをごらんいただきたい

と思います。

病院局の組織及び経営管理課の業務概要につ

いて御説明申し上げます。

病院局は、本庁に経営管理課を置きまして、

県立宮崎病院、県立日南病院及び県立延岡病院

の１課３県立病院で構成されております。経営

管理課は、３県立病院の総合的な企画、予算・

決算、運営等の全般につきまして所管すること

としております。

続きまして、３ページをごらんいただきたい

と思います。

各県立病院の概要・概況についてでございま

す。

各県立病院の病床数、診療科目などをまとめ

ておりますが、説明は省略させていただきます。

詳しくは、別添資料１、お手元に配付している

と思いますが、宮崎県立病院の概要に記載して

おります。今回、新たにこの資料を策定しまし

たので、これを後ほどごらんいただきたいと思

います。県立病院の概要、患者数等、つぶさに

資料として出しておりますので、参照していた

だきたいと思います。

それから、４ページ以降の平成27年度宮崎県

立病院事業会計予算の概要及び平成27年度重点

取り組み事項につきましては、次長から説明さ

せていただきますので、よろしくお願い申し上

げます。

私からは以上でございます。

○緒方病院局次長 それでは、御説明をいたし

ます。

委員会資料の４ページをお開きください。

平成27年度の宮崎県立病院事業会計予算の概

要についてであります。

まず、１の当初予算の編成に当たっての基本

方針でございますけれども、全県あるいは地域

の中核病院としての県立病院の役割と機能を発

揮するため、安定的な病院経営を維持するとと

もに、平成27年度が実施初年度となります宮崎

県病院事業経営計画2015の円滑な推進を図るこ

ととしております。

具体的には、医師や看護師等の確保による新

たな施設基準の取得に努めまして、収入の増加
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を目指しますほか、後発薬品の採用率向上や必

要度・優先度を踏まえた医療機器の購入などに

よる支出の削減、さらには政策医療等に積極的

に取り組むとともに、効率的な経営による一般

会計繰入金の削減に努めることとしております。

次に、２の年間患者数目標でございますが、

直近の患者動向を踏まえまして、平成27年度の

患者数の目標を立てております。

入院患者につきましては、救急医療体制の充

実等を進めることによりまして、昨年度の実績

見込みから、約１万5,000人程度の増の35万8,680

人、延べ外来患者数は、同じく約6,000人増の35

万5,995人としております。

次に、３の新規・重点事業でありますが、こ

れにつきましては、後ほど御説明をさせていた

だきます。

５ページをお開きください。

４の収益的収支の状況でございますが、これ

は、事業活動で日常的に発生する収益と費用を

あらわすものでございます。

まず、病院事業収益でございます。一番上で

ございますが、308億7,812万2,000円、病院事業

費用、中ほどでございますけれども、305億861

万円で、収支差、これは一番下でございますが、

３億6,951万2,000円の黒字予算となっておりま

す。

昨年度からの増減について、概要を６ページ

に記載しておりますので、そちらをごらんくだ

さい。

まず、１の収益でございますが、前年度と比

べまして12億3,352万円余、率にしまして4.2％

の増を見込んでおります。

増減の主なものですが、入院収益は、医師、

看護師等の確保による新たな施設基準の取得や

延べ入院患者の増等により、前年度と比べ５

億5,000万円余の増。外来収益は、外来化学療法

等のさらなる充実による延べ外来患者の増等に

よりまして、３億2,000万円余の増を見込んでお

ります。

また、一般会計繰入金でございますが、医業

収益と医業外収益の繰入金の合計となるんです

けれども、収益向上と費用削減により、さらな

る経営改善を進めることによりまして、前年度

と比べ１億6,000万円余の減の30億3,000万円余

としております。

なお、資本的収支と合わせますと48億3,000万

円余となります。

また、特別利益として、６億2,000万円余計上

しております。これは、新会計基準の適用に伴

いまして、過去の減価償却に見合う繰入金につ

いて、収益に計上するものでございます。

次に、（２）の費用は、前年度と比べて５

億5,046万7,000円、率にして1.8％の増を見込ん

でおります。

主なものは、給与費が職員数の増や共済負担

金の制度改正に伴う増加などで、９億9,000万円

余の増としております。

材料費は、後発薬品の活用などによりまして、

費用削減に努める一方で、入院患者や高額な薬

品を使用する外来患者の増等によりまし

て、9,000万円余の増加を見込んでおります。

また、経費も、医療機器等の無料保守期間終

了等に伴います委託費の増などで、３億2,000万

円余の増としております。

その結果、表の一番下になりますけれども、

（３）の収支は３億6,900万円余の黒字予算とし

ているところでございます。

７ページをお開きください。

５の資本的収支の状況であります。これは、

建物の改良工事など、支出の効果が長期にわたっ
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て及ぶものの収支を示したものでございますが、

まず、資本的収支、一番上でございますが、36

億2,926万5,000円、資本的支出、２つ下ですけ

れども、54億5,001万5,000円となり、一番下で

すが、収支差が18億2,000万円余のマイナスと

なっております。このマイナス分につきまして

は、損益勘定留保資金等で補填をするというこ

とにしております。

昨年度からの増減でございますけれども、８

ページをごらんください。

まず、（１）の収入でございますが、前年度と

比べまして621万8,000円、率にして0.2％の増を

見込んでおります。主なものは、企業債が医療

機器購入等の財源になりますけれども、地域医

療再生基金等からの繰入金がなくなりましたこ

とから、前年度と比べ５億7,000万円余増の18

億2,000万円余を見込んだところでございます。

一方で、一般会計繰入金は、地域医療再生基

金等の繰入金がなくなったことから、前年度と

比べ５億6,000万円余減の18億円余を見込んだと

ころでございます。

次に、（２）の支出でございますが、前年度と

比べ１億7,101万1,000円、率にしまして3.2％の

増を見込んでおります。主なものは、建設改良

費が18億6,000万円余で、昨年度より２億8,000

万円余減少しておりますが、これは、その他の

改良工事費の減が主なものでございまして、そ

の下の医療機器等の資産購入費につきましては、

ほぼ前年並みの11億3,000万円余となっていると

ころでございます。

企業債償還金は30億4,500万円余で、平成25年

度に借り入れた高額医療機器や新電子カルテシ

ステムに係る企業債元金の償還が始まりますこ

とから、前年度と比べ４億5,000万円余の増加を

見込んだところでございます。

３の収支は、先ほど申し上げましたとおりで

ございます。

９ページをごらんください。

６の病院別収益的収支の状況であります。各

病院の収益、費用は表のとおりでございますが、

一番下の収支の差のところをごらんいただきま

すと、今年度予算は、宮崎病院が9,300万円の黒

字、延岡病院が３億8,400万円の黒字、日南が１

億700万円の赤字予算となっております。

10ページをごらんください。

７の新規・重点事業の概要であります。

まず、「高度医療専門人材等育成事業」でござ

いますが、これは、医師や看護師を初めとしま

す医療スタッフにつきまして、高度な専門資格

の取得を支援するなど、人材の育成に取り組む

ことにより、高度かつ専門的な医療提供体制の

一層の向上を図るものであります。事業費とい

たしましては4,195万円余で、３の事業内容でご

ざいますが、新たに②の「医師国際学会派遣事

業」や、事務力強化のための⑤「医療事務スタッ

フ育成事業」を実施することとしております。

３の事業効果でございますが、スタッフの専

門性を高めることで、提供する医療の質、患者

サービスの一層の向上等が図られるものと考え

ております。

11ページをお開きください。

「第一種感染症専用病床整備事業」でござい

ますが、これは、社会的要請によりまして、政

策的に対応する必要がある医療として、第一種

感染症指定に係る専用病床を県立宮崎病院に整

備するものであります。事業費は2,525万円で、

全額一般会計からの負担金で、陰圧個室等の整

備を行いまして、万が一、感染症患者が発生し

た場合に、万全な感染対策のもとで医療提供を

可能とするものでございます。
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平成27年度の当初予算に関する説明は、以上

でございます。

続きまして、12ページをごらんください。

平成27年度の重点取り組み事項でございます。

１の宮崎県病院事業経営計画2015の推進につ

いてでありますが、平成27年３月に計画を策定

いたしまして、県民に高度で良質な医療を安定

的に提供するため、基本方針と経営目標を定め

たところでございます。

基本方針といたしましては、（１）にあります

とおり、質の高い医療の提供とそれを支えるス

タッフの確保・充実、県民が安心できる医療提

供体制の構築、地域連携の強化、地域医療の充

実等への貢献等を基本方針としております。

２の経営目標につきましては、病院事業全体

で収支均衡を確保したいと思ってます。また、

経営状況も勘案した計画的な投資を行っていき

たいと考えているところでございます。

詳しくは、別冊資料２で経営計画をお示しし

ておりますので、後ほどごらんいただければと

思います。

今後、各病院におきましては、アクションプ

ランを策定しまして、今年度の具体的な取り組

みを推進してまいりたいと思っております。

次に、２の県立宮崎病院の再整備についてで

あります。

県立宮崎病院につきましては、救急防災機能

の向上や施設の老朽化、狭隘化に対応するため、

本年３月に全面改築を行うこととした県立宮崎

病院再整備基本構想を策定をいたしました。

再整備の基本的方向につきましては、（１）に

ありますように、高度・急性期・政策的医療を

全県レベルの中核病院として担うための機能拡

充、ほか４項目でございます。

（２）整備スケジュールでございますが、本

年度から来年度にかけて基本設計を、来年度か

ら再来年度の平成29年度にかけて実施設計を行

い、３年後の平成30年度から建築工事に着手し

まして、６年後の平成33年度中の開院を想定し

ているところであります。

こちらも、詳しくは別冊資料で、宮崎県の再

整備基本構想、これをお示ししておりますので、

ごらんをいただければと思います。

私からの説明は、以上でございます。

○後藤委員長 ありがとうございました。執行

部の説明が終わりましたが、質疑はございませ

んか。

○中野委員 前年度、説明があったと思います

が、確認のため、二、三質問したいと思います。

６ページですが、いわゆる本年度の目標が３

億6,951万円ということで、前年度からすると６

億8,000万も改善する予算を立ててらっしゃいま

すが、前年度の決算見込みがわかっていれば、

教えてください。

○緒方病院局次長 現在、前年度の決算見込み

を集計中でございます。今のところ、まだ正確

には出てませんけれども、前年度の当初予算は、

５ページを見ていただきますとわかりますとお

り、収支差が３億1,300万の赤字予算を組んでま

す。これは、富養園の解体費用が特別損失とし

て９億300万ぐらいあります。これで赤字予算に

なってますけれども、それをある程度縮減でき

るのではないかと思ってます。収支差を全面的

に黒字化するまでには行かない予定でございま

すけれども、大分圧縮できるのではないかと思っ

てます。経常収支の部分、特別損失とか特別利

益を除いた分については、何とか黒字化できな

いかなということで、今、最終集計を行ってい

るところでございます。

○中野委員 黒字化がもう少しということで、
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赤字で決算をされる見込みということでしたが、

この７億近い分を改善云々と言われましたけれ

ども、本当に改善できるんですか。

○緒方病院局次長 入院収益とか外来収益につ

きましては、一応、26年度の実績見込み等を精

査をいたしまして、今後、どの程度上乗せがで

きるのかということで、例えば、宮崎病院につ

きましては、入院患者を１日15人ふやしましょ

うとか、延岡病院は今、大分もう病床稼働率も

高いもんですから、３人増加しましょう。日南

病院がちょっと厳しいもんですから、日南病院

は21人ぐらいふやしましょうという努力目標を

掲げております。

そういうようなことで、目標を掲げまして、

この程度の収益増を目標としてやっていこうと

いうような形で、今、予算をつくったところで

ございます。

○中野委員 ぜひ、この３億6,951万の黒字化を

達成していただくようにお願いしておきます。

続きまして、資本的収支の状況についてです

が、こっちのほうは18億2,000万も収支不足とい

うことで予算化されておりますが、その収支不

足は損益勘定留保資金等で補填するということ

ですが、その損益勘定留保資金の残高というの

は幾らなんですか。

○緒方病院局次長 26年度末の見込みでござい

ます。まだ決算が終わってませんので、確定は

しておりませんけれども、約45億ぐらいの残に

なるのではないかと見込んでいるところでござ

います。

○中野委員 そうしますと、収支が18億も不足

するということがしばらく続くと３年後か４年

後には、留保資金もなくなるということになる

んですけれども、留保資金というのは、どこか

で積み増していくという、何か計画があるわけ

ですか。

○緒方病院局次長 損益勘定留保資金は、減価

償却をすることによりまして、それは、現金支

出が出てきませんので、そこでたまっていくと

いうことでございます。

５ページでございますけれども、本年度も３

条予算で、減価償却費25億6,400万円の減価償却

をやる。これが、現金として損益勘定留保資金

では積み上がっていきます。そういうことで、

積み上がってまた支出するというような形でご

ざいます。40億ぐらいは、やはり確保はしてい

きたいなとは思っておりますけれども、それは、

変動はいたします。

○中野委員 今の減価償却とか、あるいは退職

給与の積み立てとか、いろいろ企業会計で計上

しなければならない数字が多くあると思うんで

す。しかし、ここには、実際表示してありませ

んが、累積の赤字というのが莫大にありますよ

ね。そういうところからすると、やはりこの資

本的収支といえども、きちんと収支残がマイナ

スにならないようなことはできないものかとこ

う思ったんです。何かが少なくなったから、必

要なくなったから、一般会計からの繰入額が約

６億近くも減額されておりますよね。一般会計

からの繰り入れもきちんとしてもらって、累積

する赤字を少しでも減額していくという病院会

計であるべきだと思うんです。当局とのその辺

の詰めをきちんとしていただきたいと。

特に本年度、黒字が４億近くも見込まれれば、

一段と厳しいことが病院に求められると思いま

すので、過去８年間でしたが、塗炭の苦しみと

は言いませんけれども、大変難儀、苦労をされ

て、改善された経過があるわけですし、また、

新しい病院も建てかえなければならない方向も

あるわけですから、その辺も見込めば、この辺
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の累積赤字を解消するという形で、ぜひそのあ

たりの取り組みを、知事部局にも理解してもらっ

て、ぜひ厳しく注文していただくように、それ

がために病院局もできた。病院局長、次長は、

そしてまた、そういう立場でもあられるわけで

すから、よろしくお願いしておきたいと思いま

す。決意だけを、どちらでも結構です。

○緒方病院局次長 委員がおっしゃるとおりだ

と考えております。病院事業会計は、やはり健

全経営を確保しながら県民の医療サービスを向

上していくという使命がございますので、不採

算部門と一般会計からの繰り入れをいただいて

ます。できるだけ削減をしながらという気持ち

はありますけれども、やはり必要なものはいた

だくという形で財政当局とも交渉しながら、今、

委員が言われた累積赤が少しでも減るように努

力していきたいと思います。

○中野委員 ちなみに、累積赤字は250億でした

かね。参考のために、新人の議員もいらっしゃ

いますので。

○緒方病院局次長 26年度から新会計基準制度

になったことによりまして、説明すると非常に

難しくなるんですけれども、現在の累積赤は66

億程度であったと思います。

25年度までは累積欠損金、累積赤ということ

で275億、今、委員が言われたような数字が計上

されておりました。それで、26年度から新会計

基準制度が適用された関係で、66億の累積欠損

金が計上をされております。

○中野委員 もうちょっと努力すればきれいに

なるんですね。新病院も建設すれば、数年の赤

字という流れになってますから、ぜひお願いし

ときたいと思います。要望だけです。

もう一点お尋ねします。10ページになります

が、高度医療専門人材等育成事業、これを見ま

すと、高度な専門資格の取得を促進するために

となっておりますが、どういう資格かわかりま

せんが、現在、この目標とする高度専門資格と

いうのは、どのくらいのドクターあるいは看護

師、薬剤師が持っていらっしゃるのか。そして、

本年度は前年度からすると、かなりの数字が上

がっているわけですが、目標とする資格取得者

というのは何名なのかをお尋ねしたいと思いま

す。

○緒方病院局次長 例えば、看護師さんとか、

薬剤師さんとか、いろいろな職種がありますの

で、一遍では申し上げられませんけれども、例

えば、認定看護師という資格がございます。こ

の資格は、いろいろと21分野に細かく、緩和ケ

アとか、皮膚の褥瘡の認定看護師とかいろいろ

あります。21分野ありますけれども、県病院と

して必要なのは17分野だろうということで考え

てます。現在、31名の認定看護師さんを養成し

ておりまして、最終的には、80名ぐらいの認定

看護師を養成していきたいということで、５年

間ぐらいでは足りないんですけれども、毎年４

名から５名程度を採用しながら、目標に向けて

努力していきたいと考えているところでござい

ます。

○中野委員 ここに、事業で①から⑤まで書い

てありますが、それぞれに資格があるわけです

か。

○緒方病院局次長 専門資格があるというのが、

③でございます。①はドクターです。専門認定

医というのはドクターは持っていらっしゃいま

すので、ドクターはそれぞれもっと先進地に短

期間派遣して、医療技術を身につけさせようと

いうことでございます。

③が看護師さんです。認定看護師等の専門分

野、今言いましたとおり21分野ありまして、県
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病院としては17分野で認定看護師さんを80名程

度取らしていきたいと考えているところでござ

います。

４番のコメディカルスタッフ、これは、いわ

ゆる薬剤師さん、臨床検査技師さんとか、そう

いうような６職種の方が関係してますけれど

も、17資格ございます。どの程度までその資格

を持っていくかというのは、現在、そういうコ

メディカルの方の取得者が56名いらっしゃいま

す。56名の資格取得者を、将来的には140名程度

ぐらいまでにはふやしていきたいという計画を

つくっているところでございます。

○中野委員 「それぞれの専門分野での高度な

専門資格の取得を促進する」とありましたが、

この高度な専門資格というのは、ドクターはな

くて、看護師と薬剤師だけにある資格という意

味ですか。

○緒方病院局次長 看護師さんは、先ほど申し

ました認定看護師という資格がございます。薬

剤師さんにつきましては、がんの薬物療法認定

薬剤師とか、資格的に３つぐらいございます。

あと、臨床検査技師さんは、細胞検査士とか、

認定輸血検査技師とか、６種類ぐらいの専門資

格がございます。放射線技師さんも５つぐらい

とか、栄養士さんも１つとか。そういう６職種

で、先ほど言いました17の資格がそれぞれある

というようなことでございます。

○中野委員 つまり、看護師と薬剤師だけが資

格を取得する事業だということですね。ドクタ

ーは、研修だけの事業ということですね。

○緒方病院局次長 事業目的の一番最初に「医

師や看護師、薬剤師等」と書いてあります。こ

こでちょっと混乱を招いてると思います。医師

は、専門資格云々というのは考えておりません

けれども、看護師、薬剤師、この等の中に、ほ

かの臨床検査技師さんとか、放射線技師さんと

か、そういう資格の方が入っておるということ

で御理解いただければと思います。

○中野委員 せっかく予算を立てて、かなり予

算も前年からすると増額されてるわけですから、

数年計画でその目標を達成したいということで

しょうから、その目標に向かって、看護師、薬

剤師、医師の方もですが、日夜大変だと思いま

すが、必ずそういう資格者がふえるように。で

きたら、そういう資格を取得している人を、新

規に採用するときには、採用条件にすればいい

んじゃないかなという気もいたしますので、そ

れも含めて目標が達成されるようにお願いして

おきます。

○後藤委員長 ほかにございませんか。

○前屋敷委員 資格取得のための研修とかいろ

いろあるんでしょうけれども、その費用は全て

ここから出て、それぞれの職員の皆さんの負担

というのはないということでしょうか。

○緒方病院局次長 そうでございます。県のほ

うで、そういう形で、資格取得の支援を行って

おるということでございます。

○後藤委員長 ほかにございませんか。

○前屋敷委員 ３ページの表を見て、職員数の

ことなんですけれども、医師、看護師、それに

係る事務その他とありますが、特に医師とか、

看護師さんたちの充足というのは、どういうふ

うに見たらいいでしょうか。

○緒方病院局次長 医師は、大体193名の定員と

思ってるんですけれども、これも、今は医療の

いろんな流れが変わっておりますので、随時見

直しをしていく必要があると思いますが、193名

に対して193名のドクターが確保できてます。

ただ、延岡病院とか日南病院ではやっぱり医

師不足というような形で、宮崎病院は多いんで
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すけれども、そういうような偏りが出ておると

いうようなことでございます。

看護師さんにつきましても、定数以上の看護

師さんを確保できてます。これは、看護師さん

の場合、女性の方が多いものですから、育休、

産休が大体90名以上いらっしゃいます。その90

名以上の方々を、やはり日南とか延岡では臨時

職員ではなかなか確保しにくいということで、

正職員で確保するようにしてます。そういう意

味で、定数以上の看護師さんは確保しておりま

すけれども、やはり夜勤ができない看護師さん

がいらっしゃったりとか、育休、産休で休んで

いらっしゃる。現場では、ぎりぎりでやってい

るというようなのが現状でございます。

○後藤委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○後藤委員長 それでは、以上をもちまして病

院局を終わります。

執行部の皆様には、御苦労さまでした。お疲

れさまでした。

暫時休憩いたします。

午前10時41分休憩

午前10時45分再開

○後藤委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時県議会におきまして、私ども８名

が厚生常任委員会委員となったところでござい

ます。

私は、このたび委員長に選任されました延岡

市選出の後藤でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。

ここで、一言御挨拶を申し上げさせていただ

きます。

平成27年度、本日が初の委員会でございまし

て、これからこの１年間、皆様と一緒に県政発

展のために頑張っていきたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

また、御案内のとおり、改選後ということも

ございまして、委員会の充実のために、それぞ

れの委員の皆さん方も、それぞれお考えがあろ

うと思いますが、これまでに増して県政発展の

ために委員会も頑張ってまいりたいと思います

ので、重ね重ねよろしくお願いをしたいと思い

ます。

それでは、委員の皆様を紹介いたします。

まず、私の隣が宮崎市選出の岩切副委員長で

ございます。

次に、向かって左側でございますが、えびの

市選出の中野委員であります。

日南市選出の外山委員であります。

都城市選出の山下委員であります。

続きまして、向かって右側ですが、小林市・

西諸県郡選出の宮原委員であります。

宮崎市選出の井上委員であります。

同じく宮崎市選出の前屋敷委員です。

続きまして、書記の紹介をいたします。

正書記の原田主任主事であります。

副書記の大峯主査であります。

それでは、続きまして、福祉保健部長の御挨

拶、幹部職員の紹介並びに所管業務の概要説明

等をお願いいたします。

○桑山福祉保健部長 おはようございます。福

祉保健部長の桑山秀彦でございます。委員の皆

様には、このたびは厚生常任委員会委員に御就

任いただき、まことにありがとうございます。

福祉保健部は、地域医療体制の充実でありま

すとか、高齢者、障がい者、児童の福祉の増進、

それから、健康づくりや食の安全・安心の確保

など、まさに県民の生活に直結する重要な役割

を担っておると思っております。
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このため、今後とも県民のニーズに的確に対

応できるよう、県民目線を常に基本に置いて施

策を推進することによりまして、また、県民の

皆様と連携・協働をしながら、医療提供体制や

福祉サービスの充実した社会の実現につなげて

まいりたいと思っておるところでございます。

委員の皆様の御指導、御鞭撻をどうぞよろしく

お願いいたします。

それでは、座らせて説明させていただきます。

それでは、次に、福祉保健部の幹部職員の紹

介をさせていただきます。

お手元の常任委員会資料の１ページをごらん

いただきたいと思います。

まず、右上のほうに記載しております福祉担

当次長の髙原みゆきでございます。

それから、保健・医療担当次長の日高良雄で

ございます。

こども政策局長の椎重明でございます。

部参事兼福祉保健課長の渡邊浩司でございま

す。

部参事兼医療薬務課長の孫田英美でございま

す。

薬務対策室長の甲斐俊亮でございます。

看護大学法人化準備室長の河野譲二でござい

ます。

国保・援護課長の日髙裕次でございます。

長寿介護課長の松田広一でございます。

医療・介護連携推進室長の横山浩文でござい

ます。

障がい福祉課長の川原光男でございます。

衛生管理課長の竹内彦俊でございます。

健康増進課長の木内哲平でございます。

感染症対策室長の片平久美でございます。

こども政策局こども政策課長の川畑充代でご

ざいます。

同じく、こども家庭課長の徳永雅彦でござい

ます。

最後に、議会を担当いたします福祉保健課企

画調整担当主幹の柏田学でございます。

お手元の名簿には、課長補佐以上を記載して

おりますが、紹介は省略させていただきます。

以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。

続きまして、２ページをごらんいただきたい

と思います。

福祉保健部の組織及び業務概要につきまして、

御説明を申し上げます。

まず、（１）の組織でございますが、平成27年

度は、一番上のほうに米印で記載しております

けれども、本庁が１局９課４室、それから、出

先機関が31所属となっております。

次に、今年度の部の組織改正の概要について、

御説明申し上げます。

３ページのほうをごらんいただきたいと思い

ます。

今年度は、福祉保健部では、本庁で２件の改

正を実施いたしております。

まず、①でありますけれども、平成29年度か

ら県立看護大学の地方独立行政法人化に向けま

して、移行業務を円滑に推進するため、医療薬

務課に看護大学法人化準備室を新設いたしまし

た。

また、②にありますように、地域包括ケアシ

ステムの構築と認知症支援の充実に向けまして、

医療と介護の連携を推進するため、長寿介護課

に医療・介護連携推進室を同じく新設しており

ます。

４ページをごらんいただきたいと思います。

本庁各課及び所管出先機関の業務概要につい

て、このページ以降、20ページにかけまして、
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各課ごとに記載しております。また後ほどごら

んいただければと思います。

続きまして、21ページをごらんいただきたい

と思います。

今年度の福祉保健部の予算の概要について、

御説明を申し上げます。

まず、（１）の平成27年度福祉保健部の予算に

ついてでありますが、上のほうの表をごらんい

ただきたいと思います。

今年度の県の当初予算は、御承知のとおり、

骨格予算として編成しておりまして、福祉保健

部の予算額は、一般会計で983億8,848万円とな

りまして、26年度の当初予算と比較しますと、

額にして11億418万3,000円、率にして1.1％の減

となっておるところでございます。

各課別の予算につきましては、下の表の２、

福祉保健部課別予算額のとおりでございます。

また、この表の一番下から２番目に、特別会

計を記載しております。母子父子寡婦福祉資金

特別会計でございますが、当初予算額が３

億9,993万1,000円となりまして、対前年度

比1,506万1,000円、率にして3.9％の増となって

おります。

この結果、一般会計と特別会計を合わせまし

た福祉保健部の予算の合計額は、一番下の欄で

ございますが、987億8,841万1,000円となりまし

て、前年度と比較しますと10億8,912万2,000

円、1.1％の減となっております。

福祉保健部の予算につきましては、骨格予算

ではございますが、社会保障関係費等を経常経

費として計上しておりますとともに、「地域医療

介護総合確保基金事業」でありますとか、「第一

種感染症指定医療機関施設整備事業」など、県

政の直面する課題に早急な対応を要する経費な

どにつきましては、積極的に対応するために当

初予算のほうで所要額を計上しているところで

ございます。

次に、22ページをお開きください。

福祉保健部の主な事業を掲載しております。

この表は、本年度事業の検討に当たりまして、

県政の直面する課題として掲げられた視点、①

の人口減少問題の克服、それから、②の将来の

発展と地域を支える人財づくり、それから、③

の本県の更なる発展に向けた長期的・継続的取

組に関係する福祉保健部の事業を掲載している

ところでございます。

まず、一番上の①人口減少問題の克服であり

ますが、この中の主なものを御説明いたします

と、一番下、改善事業、○改とありますが、「未来

みやざき子育て県民運動推進強化事業」でござ

いますが、日本一の子育て・子育ち立県を目指

しまして、平成23年度から展開しております子

供と子育て家庭を社会全体で応援する機運の醸

成に取り組む未来みやざき子育て県民運動をさ

らに推進するための事業でございます。

続きまして、②の将来の発展と地域を支える

人財づくりにつきましては、中ほどにございま

す新規事業「地域社会を支える老人クラブづく

り事業」でございますが、介護保険制度の改正

に伴いまして、市町村が行います地域支援事業

の充実が図られ、そのうち生活支援サービスに

つきましては、ＮＰＯなど地域の多様な主体が

かかわることが可能となりましたことから、老

人クラブがその担い手となるための体制の構築

・整備や、地域ニーズに対応できる組織として

の活性化を図ろうとするものでございます。

次に、③の本県の更なる発展に向けた長期的

・継続的取組でありますけれども、上から４つ

目の「地域医療介護総合確保基金事業」でござ

います。国と県が２対１の割合で負担し、造成
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した基金を活用いたしまして、地域における医

療・介護の総合的な確保を推進する各種事業を

展開しよういうものでございます。

なお、一番下、最後の二重の線で囲んだ７つ

の事業がございます。これは、国のまち・ひと

・しごと創生総合戦略に基づきますいわゆる地

方創生交付金を活用した事業でございまして、

先般の２月定例県議会におきまして、平成26年

度の補正予算として議決を得て、今年度に繰り

越して実施することとなるものでございます。

この中で、一番上の新規事業「みやざき結婚

サポート事業」から３つ下の新規事業「子育て

に優しい環境づくりサポート事業」までの事業

につきましては、新たな宮崎県総合計画未来み

やざき総合プランにおける、2030年に合計特殊

出生率2.07等の戦略目標の達成を目指すもので

ございまして、結婚から子育てまで、ライフス

テージに応じた４つの個別事業を実施すること

としております。

ただいま御説明した事業を含めまして、主な

事業につきまして、この23ページ以降、49ペー

ジにかけて記載しておりますので、後ほどごら

んいただきたいと思っております。

なお、ここで、恐れ入りますけれども、資料

にちょっと間違いがございましたので、訂正を

お願いしたいと思います。

一番最後の48ページ、49ページのところをお

開きいただきたいと思います。

49ページの右上に課名がございますが、「障害

福祉課」の「害」を48ページのように平仮名で

表記すべきところ、漢字で掲載しております。

おわびして訂正をさせていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。

それから最後に、資料はございませんが、今

月10日に宮崎市で行われました第14回宮崎県障

がい者スポーツ大会について御報告をさせてい

ただきます。

当日は、1,600人を超える選手の方々が参加さ

れましたが、天候にも恵まれまして、32個の大

会新記録が誕生するというすばらしい大会にな

りました。議員の皆様にも多数の御臨席をいた

だき、まことにありがとうございました。この

場をかりまして、厚く御礼を申し上げます。

私からの説明は、以上でございます。

○後藤委員長 部長からの説明が終わりました

が、質疑に移りたいと思います。質疑はありま

せんか。

○中野委員 ３ページの看護大学法人化準備室

のことでお尋ねしますが、これは、法がそのよ

うに改正されて、地方独立行政法人化をしなさ

いということで、今回、準備室ができたと思う

んですが、独立法人になることで、今までの一

般的な大学と、経営上とかいろんな関係でどう

いうメリットがあるのか、または、デメリット

もあるのか、その辺のところを詳しくお聞かせ

ください。

○河野看護大学法人化準備室長 この地方独立

行政法人法、こちらの法は平成16年から施行さ

れておりまして、その中で、看護大学において

も、それを目指すこととしたところでございま

すが、今、御説明のありました、どう変わるの

かというところでございますが、現在の看護大

学というのは県の出先機関ということでござい

まして、その予算編成とか事業執行における意

思決定などは事前関与というのを含め、大きく

は県の管理下にあるということでございます。

財務も、単年度主義を初めとする自治体の会計

において運営しているという状況でございます。

法人化後になりますと、運営上の目標は県が

定めるということになりますが、県から独立し
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た機関として、当該目標達成に向けた具体的な

方策というのは、大学に運営上は委ねられると

いうことになります。

また、企業会計が適用になりますので、単年

度主義といった自治体会計上の制約を受けなく

なるなど、組織としての裁量が大きく増すとい

うメリットがございます。法人のトップとなり

ます理事長のリーダーシップのもとで、大学み

ずからの判断と責任によりまして、柔軟かつス

ピード感のある運営が期待できるところでござ

います。

また一方、御質問にありましたデメリットと

いう意味では、そういう目標作成でありますと

か計画の作成、あるいは、今度は評価という部

分が出てまいりますので、そのあたりに関する

業務量というのはふえていくと。あるいはまた、

独自のシステム等を構築するという面でのコス

トの面も、新たに発生するという面はございま

す。

それから、外部資金とか研究、このあたりを

獲得していくという自由度も高まりますので、

そのあたりの事務も増加するといったようなこ

とが言われております。

○中野委員 説明を聞けば、デメリットよりも

メリットのほうが多くあるようには聞こえまし

た。法律は平成16年にできたような説明でした

が、今既に、宮大なんかは独立法人ですよね。

これは、やろうと思えば早くからできた独立法

人化だったんですか。なぜ今回、ことしからと

なったのか、そのあたりをお聞かせください。

○河野看護大学法人化準備室長 委員おっ

しゃったように16年から一斉に変わったわけな

んですが、公立大学につきましては、順次そこ

から徐々にふえてきておりまして、当方として

も一度、平成19年にはその法の動きを受けて検

討したという経緯はございます。

ただ、その中でまだ、いわゆる法人化による

メリットというところあたりが、まだその時点

では明確でないといたしまして、他県の状況等

を見ながら、当面は県の直営で運用していく中

で、そういうメリット等を見きわめながら導入

するということで、現在に至ったところでござ

います。

○中野委員 平成19年にも計画をされて、いろ

いろあったということですが、デメリットと言

われたのも業務量がふえるとか、新たなコスト

が発生するとか、外部の資金を、３つぐらい何

か言われましたよね。余りデメリットでないよ

うなデメリットですが。いいことずくめみたい

な説明ばっかりされてるが、平成19年に計画を

立てられて、断念というか、前に進められなかっ

たのに、今回、大きくスタートされるが、19年

から今日までの間に、どんなふうに進めてもい

いよということになったのか。

あるいは、法律は16年にスタートしているけ

れども、それは、時限立法なんですか。法律の

最終日までに何とかこぎつけなきゃいかんとい

うことで、焦って進められるということはない

のか。法律は、未来永劫なのか、その辺も含め

て教えください。

○河野看護大学法人化準備室長 まず、法律の

ほうは、時限的なものではございません。その

仕組みの中で、それを使いたいという自治体に

おいては、いつでも使えるというようなもので

ございます。

以前検討した経緯の中では、独自に、法にお

いて目標を立てて、進行管理をしていくとかと

いうことが定めてあって、そういうのも含めて

大学独自にやっていこうとしたところではござ

いました。
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その中で、その計画年度が昨年度で、26年度

で一応区切りを迎えるということがございまし

た。大学独自で設けた中期目標、中期計画とい

うのが、26年度をもって終了するということも

ございまして、１期の計画の終了に合わせて、

昨年度、看護大学のあり方についてどうすると

いう意味での県立看護大学あり方検討委員会と

いうのを設置して、今後、どういうふうにやる

べきだということを議論していただきました。

その中で、他県の既に導入したところの状況

を見ると、理事長のリーダーシップのもとで、

かなり柔軟な組織運営がなされ、メリットがあ

るという中で、やはり本県においても法人化す

べきではないかという御意見等もいただきまし

た。私どもとしても、地域に根差した魅力ある

大学づくりには必要な取り組みかなということ

を考えまして、法人化するということで考えた

ところでございます。

○中野委員 独立法人にすることで、県の持ち

出しの資金、お金というのは減るんですか。

○河野看護大学法人化準備室長 具体的な法人

の運営形態とか細かな内容については、今後詰

めていくことにはなりますので、具体的にふえ

るのか減るのかというところは、現時点では明

確ではございませんが、ふえる面があっても一

方では、企業会計になるということにもなりま

すので、そういう経費節減等も努めて、経営改

革、そのあたりも念頭に置いて進めていくもの

と考えております。

○中野委員 今は、それがまだわからないよう

なことを話されましたが、さっきは新たなコス

トがかかるということをデメリットの中で強調

されましたよね。新たなコストがわかっている

のに、県の持ち出しとか、そういう資金の量と

か流れとか、そういうのが余り鮮明でないよう

なことでしたが、何でそうなるんですか。

○河野看護大学法人化準備室長 確かに県から

独立した機関となるということでのコスト増と

いうのはございますが、逆に言えば、企業会計

を適用して、独自の経営を行っていくという中

では、今までやれてない経営改善というのも見

込めるという点がございます。そこも踏まえて、

今後、移行に当たってどういう体制がいいのか

とか、どういうことを取り組むのか、そのあた

りを検討していきたいと思っております。

○中野委員 新たなコストがかかる、それでま

た、外部に資金を求めなければならないという

ことも言われましたが、そういうことで、コス

トが高くなって資金もいろいろ求めなきゃなら

なくなったときに、新たな資金を確保できない、

あるいは、非常に赤字が累積されていくという

のが想定された場合、発生した場合には、県の

持ち出しがふえる、持ち出さなければならない

ということにはならないんですか。あくまでも、

独立法人の責任で経営的には、最終完結の仕事

をするんですか。

○河野看護大学法人化準備室長 まず、地方独

立行政法人の中でも、こういう公立大学の法人

では、法に一定程度の制約がございます。大学

の設置、管理、それから、それに附帯する事業

以外の事業は実施を禁止されておりまして、収

益的なといいますか、そういう独立採算は難し

い面というのは制度的にはございまして、法に

おいても、業務の財源に必要な金額の全部また

は一部というのは交付できるとなってございま

す。

また、他県におきましても、法人化後もそう

いう独立採算が難しいという中では、例えば、

大規模な改修とか修繕、そのあたりを行うとき

あたりは、やはり相当程度県のほうで持ってい
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るというような状況もございます。

その中でも、授業料収入の確保とか、経費節

減とか、効率的な予算執行というのは、もちろ

ん努めなきゃいけないと考えておりまして、一

定程度の制約がございますが、経営努力を行っ

ていく必要があるとは考えております。

○中野委員 経営努力はしないといけないわけ

ですが、最初の質問は、県の持ち出しがどうな

るかということを聞いたつもりだったんです。

ふえるのか、減るのか、今わかる立場で答えて

いただけませんか。

○河野看護大学法人化準備室長 やはり法人化

する場合には、そのシステムの構築等というの

が、今までにない費用として新たに発生します

ので、その分は単年度的にはふえることにはな

ります。

○中野委員 それから、独立法人となるメリッ

トで、経営というか、運営が柔軟かつスピード

化されるという話でしたが、私は、この看護大

をずっと見ていて、当初のころからすると、い

ろんな研究発表数から見ても、落ちてきてるな

という気がするんです。ですから、その辺のこ

とは独立法人になることで、授業料もふえると

いう話もされましたが、単年度じゃないから研

究がずっと継続されるということもできるで

しょうから、どんどん研究しやすくなって、ふ

えていくものと理解すればいいんですか。

○河野看護大学法人化準備室長 委員がおっ

しゃるとおり、教員も含めた職員の、いわゆる

活性化のための意識改革というのがやっぱり一

番大きいものでございます。

一番の看護大の使命というのは、県立の大学

ということもございますので、地域に貢献する、

看護人材を供給するという使命がございますの

で、まず一番はそういうものが中心になって、

あわせて、そういう地域のニーズに合った研究

を行うという旨の活性化、職員の意識改革、こ

のあたりを念頭に置いた改革でもございます。

○中野委員 人事の件ですが、新しい最高責任

者は理事長になるんですか。

○河野看護大学法人化準備室長 理事長になり

ます。

○中野委員 理事長の選出の方法とか、権限は

どこにあるんですか。

○河野看護大学法人化準備室長 法律自体、そ

もそもが、法人化した場合の形態をどのように

つくるのかというのはございます。法人の理事

長というトップと、学校のほうのトップである

学長というのがございます。それが組織として

はございまして、それを一体型といいますか、

同じ人で兼ねるのか、あるいは理事長と学長は

別になるのか、そこでも若干法手続上、違って

くる面がございます。

例えば一体型、理事長も学長も同一人物とい

う点で申しますと、法律上につきましては、選

考機関というのを設けることになりますので、

法人に設けられる選考機関というので選考を

行った上で、設立団体の長が任命するというよ

うになっております。

○中野委員 一緒でない場合はどうなるんです

か。

○河野看護大学法人化準備室長 いわゆる分離

的な場合になりますと、やはり学長のほうは、

同じように選考機関において選考されまして、

理事長が任命するということになります。そし

て、理事長というのは、選考機関とは別に、設

立団体の長が任命するということになります。

○中野委員 その設立団体の長というのは、ど

こを指してるんですか。

○河野看護大学法人化準備室長 法律上の用語
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でございましたので、本県で行う場合は知事と

いうことになります。

○中野委員 県に権限があるとおっしゃれば、

回りくどい話はせんでもいいような気がします

が。

理事長というのは分離しなくても、学長と同

一人物であっても、必ず理事長というのは、そ

こに置かなければならないんでしょうか。

○河野看護大学法人化準備室長 理事長は、必

ず置くことになります。

○中野委員 であれば、県にその人事権がある

ということではないのですか。

○河野看護大学法人化準備室長 学長を兼ねた

理事長という場合は、やはり法人の中に置かれ

る選考機関、学長の選考機関というのがござい

ますので、そちらのほうで選考するという手続

がございます。その上で、その申し出に基づい

て、県の場合ですと知事が任命するということ

になりますので、その選考機関による選考とい

うのが、一体型の場合は手続上入ってくるとい

うことになります。

○中野委員 宮崎公立大は、もう既に独立法人

化されてるんですか、まだなんですか。

○河野看護大学法人化準備室長 既に法人化さ

れております。

○中野委員 だから、理事長がちゃんとおりま

すよね。あの場合は、やっぱりそこの設立団体

である宮崎市の市長が任命したんでしょう。

○河野看護大学法人化準備室長 そうだと思い

ます。

○中野委員 せっかく県の施設としてスタート

したわけですし、設立者でもあるわけですから、

経営がうまくいかなかったからと後でお金ばか

りを要求されるようなことではいかんから、そ

の人事権というのはやっぱり県がきちっと握っ

てやるべきだと思いますが。最初に理事長の人

事権について説明したら、学長のほうから強調

して説明された。そっちのほうを室長は好んで

いるような気もするけれども、せっかく、県立

の大学ですからそうならないような経営体に、

運営体にしてほしいなと思います。

それから、29年度からは独立法人化した看護

大学にしたいということで、この２年間で全部

するということですか。

○河野看護大学法人化準備室長 そのとおりで

ございます。

○中野委員 そうすると、この２年間の間に、

順次いろんなことが検討されていかれると思う

のですが、議会にも逐次報告がされていくわけ

ですか。

○河野看護大学法人化準備室長 そのとおりで

ございます。そして、実際には、法人化するま

でには、議決いただく事項も多々ございます。

関係条例でありますとか、定款とか、あるいは

中期目標とか、そういう根本的な部分につきま

しては、手続上、法人化までに議決いただくと

いうことになりますので、当然、議決案件はも

ちろんのこと、状況につきましては、御報告し

ていきたいと思っております。

○中野委員 そこに質問が流れていきたいと

思ったんですが、先に答弁があったから、あり

がとうございました。

次に、６ページについて質問いたします。

この保健所についてですが、業務概要がずっ

と書いてありますが、中央保健所もこういう仕

事を全部されているわけですか。

○渡邊福祉保健課長 国富と綾に関するものに

つきましては、ここに書いております業務を県

の中央保健所のほうで所管をしております。

○中野委員 中央保健所は、国富と綾のために
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これをやってるということですか。

○日高福祉保健部次長（保健･医療担当） 保健

所にかつて勤務しておりましたので、私のほう

から少し補足して御説明をさせていただきます。

中央保健所につきましては、今、課長のほう

から説明のありましたとおり、国富、綾の２町

につきましては、他の保健所同様にここに書か

れている業務全てを管轄しております。

ただ、宮崎市につきましては、中核市でござ

いますので、当然、中核市としての保健所を持

つ義務がございますから、宮崎市保健所がござ

いまして、これは、業務の中の市長が権限を持っ

ている部分については、中核市の保健所である

宮崎市保健所が所管をしております。

ただ、一部、例えば、精神保健福祉法に基づ

きます措置入院等の権限につきましては、知事

権限となっておりますので、精神保健分野の中

の一部の権限は中央保健所のほうで所管をして

いると。

そのように、法律によって、中核市の持つ部

分と県が持つ部分とが分かれているという状況

はございます。

○中野委員 いわゆる中核都市で、宮崎市に保

健所ができましたよね。そのときには、まだ全

体的に宮崎市の合併も進んでいなかったと思う

んですが、いわゆる合併が進む過程で、役割分

担が、管轄する地域も、中央保健所は狭くなっ

てきたと思うんです。昔からすると、中央保健

所は、その分だけ縮小化されてきているわけで

すか。

○渡邊福祉保健課長 規模的には、縮小という

ことで進んできております。

○中野委員 余りそうとは見られませんが、宮

崎市が中核都市で、立派な保健所をつくってい

らっしゃるわけだから、当初は県からも所長等

が派遣されて、今も職員が一部派遣されており

ますよね。何か屋上屋を重ねられている感じが

して、もっと中央保健所の見直しをしてほしい

と思うんです。もっと役割分担を検討して、明

確にされて、その辺のことをきれいに整理して

みて、後日教えていただきたいと思います。そ

れで、やっぱり見直しをすべきところもあるん

じゃないかなと、こう思いますので、ぜひよろ

しくお願いしたいと思います。

それから、非常に時間を食って申しわけあり

ませんが、私がこう質問するのは、常任委員会

の時間数、日数が非常に、極めて少ないので、

もっと議論する場が欲しいと思ってるんです。

だから、積極的に質問する機会を与えていただ

きたいという気もしますので、これからも積極

的に質問していきたいと思うんですが、きょう

はあと一点で終わりたいと思います。

43ページのみやざき結婚サポート事業、どう

もこの事業をこども政策課がするということに

は違和感があるんです。少子化対策のためには

必要なことだと思うんですが、それをなぜこど

も政策課がしなければならないのかと、どう考

えても違和感があります。そのあたりを教えて

いただきたいと思います。

○川畑こども政策課長 結婚につきまして、少

子化の主な原因としまして、未婚化、晩婚化が

挙げられております。未婚化に対して、何か県

として施策を打つためには、やはり出会いから

サポートしていきたいという思いで、県の施策

として上げさせていただいております。

こども政策課は、出会い、結婚から妊娠、出

産、子育てまで幅広く所管しておりますので、

当課のほうで所管させていただいております。

○中野委員 しかし、こども政策課が、子供で

すから、まだ結婚する前の人から合計特殊出生
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率も2.07にする最終目標も立てているわけです

から、出生率も上げないかん、子供数をふやさ

ないかんという、そうしないと宮崎県の人口も

ある程度キープできないということですから、

必要性はあるんだけれども、こども政策課がす

ることで、未婚者の男女に何か重みにならんか

なと。もっと別の課ができないもんかなという

気がしてならんとです。今からでも遅くないか

ら検討してほしいと、こう思います。

それから、この事業を進める上で、市町村任

せ、あるいは企業任せということにはなりませ

んか。最後まで県が責任をとって、イニシアチ

ブをとって完結する仕事としての事業なのかを

お尋ねします。

○川畑こども政策課長 事業の実施に関しまし

ては、業者に委託をすることとしておりまして、

内容につきまして、詳細はそちらの業者との相

談となりますが、県がこうしたいと思ったこと

については取り入れていただくようにしたいと

思っております。

○中野委員 もうそこからが間違いです。やは

り県がするんであれば、積極的に、本当に効果

を求めてすべき。任せ任せで予算だけ流せば、

県の方針とか思いとか、お願い事項等を含めて

やられるでしょうが、やはり県がするのであれ

ば県が積極的に、最後までやるようにしてほし

いと思うんです。皆さん方、県がやった事業を

市町村に任せて、市町村が四苦八苦する例がた

くさんありますよ。この見合い事業も、県から

おりたものが別にあるんです。市町村はその対

応に非常に苦しんでいますよ。県が、もしこう

いうのをやるんであれば、市町村にそういう事

業を流して、頭から市町村のユニークな独立し

た考え方でさせたほうがましだと思うんです。

県が、いろいろ枠をはめてやったって、余り効

果はないと思いますがね。

○川畑こども政策課長 少子化対策ということ

を何か取り組みたいということで、ほかの都道

府県でも10県程度、全国的には取り組んでいる

と伺っております。その10県では、成功につな

がった例も数多くあると聞いておりますので、

本県としましても今年度から取り組んでいきた

いと考えております。

また、市町村では、規模がどうしても限られ

てしまいますので、小さいころから一緒に育っ

てきて、つながった方だけに限定されてしまう

こともございますので、県という大きな単位で

取り組むことに一定の効果が得られると考えて

おります。

○中野委員 その効果が出るようには期待をし

たいけれども、何か違和感があります。それか

ら、最初からこんなことを言うといけませんが、

県があなた任せの事業になるような気がしてな

りません。市町村ないし、企業に云々と言われ

ましたから、その辺のことはもっときちんと整

理をして、事業をやっていただきたいと思いま

す。

議会ごとにいろんな報告があるでしょうから、

そのときにまたいろいろと提言を含めて、意見

を申し上げていきたいと思います。

○山下委員 ６年ぶりに厚生常任委員会に帰っ

てきました。勉強させてください。

ちょっとお聞きしたいと思うんですけれども、

最近、県のほうから各市町村等へ業務移管され

た事項、許認可権等、そういうものがあったら

教えていただきたいと思うんですが。例えば都

城市あたりとか、社会福祉法人等の許認可も市

町村に変わってきたんじゃないですか。何か、

そういうことがいろいろありますか。

○渡邊福祉保健課長 今、山下委員がおっしゃ
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られました社会福祉法人の関係の、いわゆる法

人監査ですとか、設立の認可、こういったもの

については県のほうから市のほうにおりており

ます。

○山下委員 ほかにはないですか。

○渡邊福祉保健課長 後ほど調べまして、報告

をさせていただきたいと思います。

○山下委員 以前、社会福祉法人の許認可とい

うのは県が持っていたと思うんですが、かなり

の基準というのを設けて、許可もある程度しな

いという方向だったんですが、どことどこの市

町村に移管されたのかわかりませんが、どれほ

ど社会福祉法人がふえてきているのか、わかっ

たらまたその辺も教えていただくとありがたい

と思います。

○後藤委員長 山下委員、あわせて一緒でよろ

しいですね。

○山下委員 はい。

○渡邊福祉保健課長 これにつきましても、後

ほどあわせて報告させていただきます。

○後藤委員長 資料提供できますね。

○渡邊福祉保健課長 はい。

○山下委員 福祉保健部において、ほかに移管

されていることがあったら、あわせて。

○井上委員 47ページの世代間交流・多機能型

福祉拠点支援事業、この考え方がどういうもの

なのかを。4,000万使ってやるわけだから、それ

も一般財源を使ってこれだけのことをやろうと

しているわけなので、この基本的な考え方だけ

教えてほしい。次のときの委員会で、また議論

させてもらいたいので。

○渡邊福祉保健課長 この世代間交流・多機能

型福祉拠点支援事業でございますけれども、い

わゆる地方創生の交付金を使いまして、今

回、4,000万ということで事業を組んでおります。

お手元の資料にありますとおり、大きく２つ

ございますけれども、家族形態の変化ですとか、

単身世帯がふえたりとか、高齢者のみの世帯が

ふえているとか、あるいは、住民同士の相互扶

助機能の低下とか、そういったことが言われて

おりますので、そういう中で、身近に誰でもが

つなぐことができる場所ですとか、あるいは、

さまざまな福祉サービスを提供するものが１カ

所にあれば、お互いの交流なり利便性なりも高

まるという観点から、今回、新規事業としてお

願いをしたところでございます。

○井上委員 従来、今ある中で、これをイメー

ジできるものは何もなかったと理解していいん

ですか。

○渡邊福祉保健課長 これまでも、イメージで

きるものはあったと思っております。例えば、

（１）の居場所機能型の事業でございますけれ

ども、世代間交流型と言っておるものでありま

すけれども、例えば、高原とか小林で茶飲ん場

というのがございます。これは、空き店舗や空

き家を使いまして、そこで地域の住民の方々が

集まって、そこでおしゃべりをしたり、お茶を

飲んだりということで、ひとりぼっちになりが

ちであった方々が集まってお話をすることに

よって、地域のきずながある程度再生できると

いった取り組みがされておりました。そういっ

たものを、今回、後押しをしようという事業で

ございます。

○井上委員 先ほど中野委員から出ていた、県

立看護大のことですけれども、以前から言われ

ているのは、やっぱり地域貢献度をどう高める

かということだと思うんです。そこのところが、

独立法人化されたときには、どんなふうに変わっ

ていくのか。こういう言い方はあんまり適切で

はないかもしれないけれども、県が金を出して
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るということも含めて、費用対効果というのが

どのようにあらわれてくるのか。先ほど中野委

員がここを丁寧に議論しておられたので、そこ

が私たちにもわかるように、しっかりと議論経

過の中で提出していただかないと、問題のすり

かえになる。私はそこがちょっと心配なんです。

以前、私が厚生にいたころに議論された内容の

中で、やっぱり地域貢献度というのが、どこに

どんなふうに見ていくのかということは、厳し

く委員からいろいろな御意見が出てたのは事実

なので、そこをしっかりと踏まえていただきた

い。そこが今回、議論の経過の中できちんと出

てくるのかということを、私も注目しているの

で、しっかりと出るような報告になっていただ

けるように。これは、私は要望というより、議

論経過を提出していただくときに、きちんと担

保できているようにしていただきたいというこ

とを言っておきたいと思います。

○河野看護大学法人化準備室長 非常に重要な

点でございまして、あくまでも今回の法人化と

いうのは手段でありまして、まさに、何のため

にやるのかっていいましたら、地域に貢献する

県立の大学としていろいろやっていかないとい

けないということが、出発点でございます。

委員が今おっしゃったその点に向けて、実際、

法人化する場合には、先ほど、手続の中で中期

目標を定めるというのもございました。どのよ

うなことを取り組んでいくのかというのを掲げ

るわけですけれども、当然、その中にはやはり

地域貢献という視点でのことを盛り込みつつ、

また、それはきちんと議会のほうにも御説明さ

せていただくというようなことになると思いま

すので、そこはしっかり踏まえたいと思ってお

ります。

○井上委員 重ねてお願いなんですが、教育機

関として大学系のというのは、宮崎県内もいろ

いろあるんですが、九保大のような、地域を活

性化できるというか、地域の人たちが非常に喜

ぶような大学というのは、この前に出た研究成

果についても、障がいを持っていらっしゃるお

父さん、お母さん方にとってみると非常に朗報

だったと思うんです。そういうものが、現実に

つかみ取れるということになってくると、大学

の持つ意味、それからそこに機関がある意味、

県が金を出す意味というのが非常に高いと思う

んです。非常に広い意味での社会貢献度という

言い方の中に、先ほど、研修や研究の成果が少

ないではないかという御意見とかも出ましたが、

そこまで言うと厳しいのかなという思いもいた

しますが、やっぱりそれは追求されてしかるべ

きではないのかなと思います。そこを同じ教育

機関として、高い理想として掲げるべきではな

いのかという思いもしますので、そこあたりも

しっかりと議論していただきたいと思っており

ます。

○河野看護大学法人化準備室長 ありがとうご

ざいます。平成23年度には、地域貢献というも

のをやっぱりやっていかなきゃいけないという

意味で、拠点として学校内に看護研究・研修セ

ンターをつくって、公開講座でありますとか、

地元等の子育て支援あたりの事業とか、少しず

つはやってはきてるんですが。委員御指摘のと

おり、まだまだ全体を巻き込んでとか、その取

り組み自体も、そんなに認知されてないという

のもございますので、まさにおっしゃったよう

な視点で、そのあたりは取り組んでいきたいと

考えております。

○井上委員 私は、中野委員と非常に共通する

ところがいっぱいあって、みやざき結婚サポー

ト事業みたいなのがありましたが、答弁は要ら



- 22 -

平成27年５月27日(水)

ないんだけれども、こういうことも含めて、い

かに宮崎県の中に人を呼び込み、そして交流さ

せていく力を持つかということが、やっぱり人

口減少の中では、地方創生という視点からも必

要だと思うんです。

そのときに、教育機関として何があって、私

たちの中で何が足りなかったらどこをサポート

していけばいいのかということが議論されない

と、いつまでもないない尽くしで話をしていく

ことになるので、自分たちが持っているものに

は磨きをしっかりとかけるという力を持つべき

だと思います。そこはきちんと踏まえといてい

ただきたいと思います。

○中野委員 今、看護大で地域貢献度の話が出

ましたが、私もさっきちょっと触れましたが、

ここ二、三年の数字は見ていないんだけれども、

以前、私がちょっと見させていただいた中では、

せっかくこの研究費がたくさんあるのに、それ

を消化し切れないという実態があったように記

憶しているんです。近年は研究費を全部使い切っ

ているわけですか。

○河野看護大学法人化準備室長 済みません、

そこはちょっと確認させていただきたいと思い

ます。

○中野委員 では、次回の資料提供の説明でい

いのですが、看護大ができてから、研究費等が

幾らずつ予算化されてきたのか、そして、それ

を幾ら消化したのか、研究テーマはどういうも

ので取り組んできたのかという項目を、全部年

度ごとに挙げたものを御報告ください。そして、

説明してください。お願いします。

○河野看護大学法人化準備室長 資料を整理し

て、また委員会の場で御説明させていただきた

いと思います。

○前屋敷委員 35ページなんですけれども、改

善事業で、自殺ゼロのプロジェクトの事業なん

ですが、宮崎にとって、自殺者をなくすという

ことは非常に大きい課題なので、ぜひこれは力

を入れて取り組んでいかなきゃならないことだ

というふうに思っているんです。

でも、自殺願望の方々の理由を明確にすると

いうのは非常に難しいことで、複雑な要因が絡

むし、社会的な背景もあり、経済的な問題もあっ

たり、単純じゃないわけです。だからこそ、こ

の精神科の医療も含めていろんなサポートが必

要ということでの一つの取り組みだと思うんで

すけれども、この事業は改善事業なので、精神

保健福祉士の方を県から医療機関に既に派遣し

ているところもあるかもしれませんが、具体的

には、今後、何カ所ぐらいの機関に、派遣をす

る予定なのか。そしてまた、これが常駐でずっ

と派遣をするのか、その辺のところを聞かせて

いただけるといいかなと思います。

○渡邊福祉保健課長 35ページのところでござ

いますけれども、今回、（３）のところ、救急医

療の現場における自殺未遂者の支援というとこ

ろを新たに取り組みたいとお出ししたところで

ございます。

そもそもこの事業をやろうとした理由といた

しまして、本県の自殺者、昨年、直近のデータ

で二百五、六十という数字が出ておりますけれ

ども、４分の１の方が自殺未遂歴のあった方と

いう調査結果が出ております。そういったこと

を踏まえた上で、自殺未遂をされて救急病院に

運ばれた、そういった患者さんのところに連絡

をいたしまして、そこに精神保健福祉士を精神

科の病院から派遣すると。そこで、第１次的な

ケアと申しますか、優しい言葉かけること等に

よって心の安らぎを持たせ、そしてその後、精

神科で診療をしていただくことによって、二度
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とこういった自殺企図をされない、そういった

形にしていきたいと考えておりまして、今回、

延岡地区をモデルにやっていきたいと思ってお

ります。延岡に大きな精神保健福祉士が配置さ

れた病院がございますので、そこを中心にしな

がら連携を深めていきたいと思っております。

とりあえずは、モデル事業でございますので、

そういった精神病院からの派遣という形で考え

ておりまして、今のところ職員の常駐というよ

うな形では、現時点では考えてはおりません。

まずは延岡のほうでモデル的に進めてまいりま

すけれども、効果を検証しながら、その効果を

全県的に広めていけたらいいなと考えておりま

す。

○前屋敷委員 県の取り組みだけで解決する問

題ではなくて、やっぱり社会全体が、国の政治

等も含め、さっき言いました社会的な背景が非

常に要因としては大きいものが出てきますんで、

そういった総合的な課題なので、力を入れて長

い期間で取り組んでいくということが大事かと

思いますので、ぜひ、そういった点ではお願い

いたします。

○後藤委員長 ほかにございませんか。ないで

すか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○後藤委員長 それでは、以上をもちまして福

祉保健部を終わります。

執行部の皆さんには、御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時50分休憩

午前11時51分再開

○後藤委員長 委員会を再開いたします。

まず、５月19日に行われました委員長会議の

内容について御報告いたします。

委員長会議においての、お手元の確認事項と

いう資料があろうかと思いますが、委員会運営

に当たっての留意事項等を確認いたしました。

時間の都合もありますので、主な事項について

のみ御説明させていただきます。

まず、１ページをお開きください。

（５）の閉会中の常任委員会についてであり

ます。

定例会と定例会の間に原則として１回以上開

催し、また、必要がある場合には適宜委員会を

開催するという内容であります。

次に、２ページをお開きください。

（７）の執行部への資料要求、きょうござい

ましたけれども、資料要求につきましては、委

員から要求があった場合、委員長が委員会に諮っ

た後、委員長から要求するという内容でありま

す。

次に、（８）の常任委員会委員長報告の修正申

し入れ及び署名についてであります。

本会議で報告する委員長報告について、委員

会でその内容を委員長一任と決定した場合、各

委員が修正等の申し入れを行う場合は、委員長

へ直接行うこと。報告の署名は、委員長のみが

行うこととするものであります。

続きまして、（９）のマスコミ取材につきまし

ては、取材は、原則として採決等委員協議を含

めて記者席で行わせるという内容でございまし

て、議会基本条例にも規定してありますように、

委員会は採決等も含め原則公開となっているも

のであります。採決にマスコミ取材も加えると

いうことです。

次に、３ページをお開きください。

（12）の調査等につきましては、ア、県内調

査、イ、県外調査、ウ、国等への陳情と分かれ

ております。
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まず、アの県内調査についてでありますが、

４点ございます。

１点目は、県民との意見交換を活発に行うた

め、常任委員会の県内調査において、県民との

意見交換を積極的に行いたいということです。

２点目は、調査中の陳情・要望等については、

事情聴取の性格を持つものであり、後日回答す

る旨等の約束はしないというものであります。

３点目は、委員会による調査でありますので、

単独行動による発着はできる限り避けていただ

きたいというお願いです。

４点目は、特に必要がある場合には、県内調

査ではありますが、日程及び予算の範囲内で隣

県を調査できるという内容であります。

なお、日程等につきましては、表のとおりで

ありますが、常任委員会については、県民との

意見交換を積極的に行うことや、調査テーマや

調査先の関係等により、行程上、１泊２日での

実施が困難な場合を考慮し、２泊３日も可となっ

てあります。これも、内容等々で調整させてい

ただきます。

続きまして、イの県外調査についてでありま

す。

節度ある調査を行うために、休祝日、定例会

中、調査先の議会中及び災害時の発着や単独行

動を避けることを確認するものであります。

その他の事項につきましても、目を通してい

ただきたいと思います。

なお、委員長会議確認事項への記載はありま

せんが、会議冒頭に議長から「議会基本条例の

趣旨を踏まえ、特に委員会におきましては、議

員間討議を積極的に取り入れることにより、県

民の方にわかりやすい運営に努めることも必要」

との発言があっておりました。

今後の委員会運営におきましても、そのよう

な点にも留意しながら行ってまいりたいと思い

ますので、皆様には確認事項等に基づき、委員

会の運営が円滑に進むよう御協力をお願いした

いと、このように思います。

確認事項等について、何か御意見はありませ

んか。

○前屋敷委員 ここには載ってないんですけれ

ども、一般の県民の皆さん方がこの委員会の傍

聴をできるということは。

○後藤委員長 はい、厚生には見えられますよ

ね。

○中野委員 昨年度は、何回か何人かおられま

したよ。

○後藤委員長 ほかによろしいですか。また読

んでいただいて、御意見があれば、その都度言っ

ていただければ。

続きまして、平成27年度委員会活動計画（案）

についてですが、次に、今年度の委員会調査な

ど、活動計画案については、お手元に配付の資

料のとおりであります。

活動計画（案）にありますとおり、県内調査

を７月に、県外調査を８月に実施する予定であ

りますが、日程の都合もありますので、調査先

についてあらかじめ皆さんから御意見を伺いた

いと思います。

参考までに、お手元に資料として平成27年度

県内調査先候補の概要と、県内・県外調査の実

施状況を配付いたしております。

調査先等につきまして、何か御意見、御要望

等がありましたら、お出しいただきたいと思い

ます。

暫時休憩いたします。

午前11時59分休憩

午後０時５分再開
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○後藤委員長 委員会を再開いたします。

それでは、県内調査及び県外調査の日程、調

査先等につきましては、正副委員長に御一任い

ただくことで御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○後藤委員長 それでは、そのようにさせてい

ただきます。

その他、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○後藤委員長 ほかに何もないようでしたら、

本日の委員会を終了したいと思いますが、よろ

しいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

それでは、以上をもって本日の委員会を終わ

ります。

午後０時５分閉会


